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 ぼくは、トマトがにがてです。でも、トマトソースのパスタは大すきです。

ママは、「おなじトマトなのにねえ。」 

と言います。トマトをきざんでソースにしているだけというけど、なすやたま

ねぎがはいって、あじがついてパスタといっしょにたべるとおいしいんです。

あさのサラダに出てくるトマトはにがてです。パクッとたべていそいでかんで

のみこみます。前までは、トマトが出るといつまでもあさごはんがたべおわり

ませんでした。きゅうしょくも同じでした。ぼくは、一年生のころはまい日の

こしてしまっていました。だからきゅうしょくの時間がいやでした。でも二年

生になってからはちがいます。 

 ぼくのおにいちゃんはきゅうしょくをのこしません。いえでもよくたべるか

らきらいなものないのかとおもっていたら、 

「あんまりきらいなものはないんだけど、きゅうしょくでちょこっとあじがい

やだなぁと思うのは先にたべちゃってからすきなものをたべるんだよ。」 

と言っていました。そういえばぼくはすきなものを先にたべちゃっていたから、

ためしにきらいなものをたべてからぎゅうにゅうをのんでそれからすきなもの

をたべてみたら、ぜんぶたべられました。トマトもこのやりかたでたべられる

ようになりました。 

 ぼくは、夏休みのやくそくの一つに「すききらいをなくす」ときめて紙に書

いてかべにはっていました。おぼんにいえにおぼうさんがきた時にその紙を見

てお話ししてくれました。おぼうさんは、たべものをのこすことをおのこしと

いっていて、小さいころおのこしはぜったいにしてはいけないことで、生きる

ことをほうきするのと同じくらいいけないこととおそわったそうです。生きも

ののいのちをいただいているのだから、のこさずいただくことが大切で、それ

をむだにしてはいけないよとおしえてくれました。おぼうさんのしゅぎょう中、

おぼうさんはきゅうりがきらいだけど、おかゆだけしか出てこないからおなか

がすいてたまらなくてきらいなきゅうりでもたべるんだそうです。そういえば

ぼくは、おやつをたべすぎておなかがいっぱいでのこしてしまうこともある

なぁと気づきました。おぼうさんに、あじがきらいなものがあるのはしかたが

ないことだけれど、出してもらったものをのこしてはいけないよと教えてもら

いました。 

 たべることは、大じないのちをいただいていることをしったから、これから

は、すこしにがてなものはほかのものと一しょにたべたり、おやつをたべすぎ

ないで、のこさずにたべようと思います。 


